


本書内容に関するお問い合わせについて
このたびは翔泳社の書籍をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。弊社では、読者の皆様からのお問い合
わせに適切に対応させていただくため、以下のガイドラインへのご協力をお願い致しております。下記項目をお読み
いただき、手順に従ってお問い合わせください。

●ご質問される前に
弊社Webサイトの「Q&Aコーナー」（http://www.shoeisha.com/info/help.asp）をご参照ください。これまで受けたご
質問への回答（FAQ）や、的確なご質問方法に関する情報を掲示しています。

●ご質問方法
弊社Webサイトの専用フォームサイト（http://www.shoeisha.com/book/qa/）をご利用ください。記載漏れや独自の
用紙等によるご質問、お電話や電子メールによるお問い合わせ、本書にはさみ込まれたアンケートはがきに記入され
たご質問等は、お受けしておりません。

※質問専用シートのお取り寄せについて

Webサイトにアクセスする手段をお持ちでない方は、ご氏名、ご送付先（ご住所／郵便番号／電話番号またはFAX番
号／電子メールアドレス）および「質問専用シート送付希望」と明記のうえ、電子メール（qaform@shoeisha.com）、
FAX、郵便（80円切手をご同封願います）のいずれかにて"編集部読者サポート係"までお申し込みください。お申し込
まれた手段によって、折り返し質問シートをお送りいたします。シートに必要事項を漏れなく記入し、"編集部読者サ
ポート係"までFAXまたは郵便にてご返送ください。

●ご回答について
ご回答は、ご質問いただいた手段によってご返事申し上げます。ご質問の内容によっては、回答に数日ないしはそれ
以上の期間を要する場合があります。

●ご質問に際してのご注意
本書の対象を越えるもの、記述個所を特定されないもの、また読者固有の環境に起因するご質問等にはお答えできま
せんので、予めご了承ください。

●郵便物送付先およびFAX番号
送付先住所：〒160-0006 東京都新宿区舟町５
FAX番号：03-5362-3806
宛先：（株）翔泳社出版局編集部読者サポート係

本書に記載されたURL等は予告なく変更される場合があります。
本書の出版にあたっては正確な記述につとめましたが、著者や出版社などのいずれも、本書の内容に対してなんらか
の保証をするものではなく、内容やサンプルに基づくいかなる運用結果に関してもいっさいの責任を負いません。

Microsoft®、Windows®は米国Microsoft® Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
その他、本書に記載されている会社名、製品名はすべて各社の登録商標または商標です。
商標、登録商標の記載に際して、本書では解説文中でのみ初出以降カタカナ表記を使用しています。ご了承ください。



は
じ
め
に

パ
ソ
コ
ン
は
情
報
家
電
と
呼
ば
れ
、
家
電
の
一
種
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
テ
レ

ビ
や
冷
蔵
庫
と
違
っ
て
、
単
に
電
源
を
入
れ
れ
ば
す
ぐ
に
使
え
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
雑

な
本
体
に
加
え
、
数
々
の
周
辺
機
器
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
さ

ら
に
多
く
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。
こ
れ
ら
が
、
う
ま
く
か
み
合
っ
て
、
は
じ
め

て
パ
ソ
コ
ン
が
正
常
に
動
作
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
他
の
家
電
に
比
べ
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
初
心
者
の
人
々
に
と
っ
て
は
悩
み
の
種
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は
相
性
も
あ
り
、
あ
る
人
の
環
境
で
は
問
題
な
く
動
作
す

る
の
に
、
ま
た
あ
る
人
の
環
境
で
は
ま
っ
た
く
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
で
は
、
初
心
者
の
方
々
が
遭
遇
し
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
解
決
方
法
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
本
だ
け
で
す
べ
て
が
紹
介
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
知
ら
れ
て
い
な

い
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
が
、
今
後
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
必
要
な
の
は
、
情
報
収
集
力
で

す
。
本
を
読
む
だ
け
で
満
足
せ
ず
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
、
ま
た
自
分
自
身
で
試

す
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
立
ち
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
本
が
完
成
し
ま
し
た
。
原
稿
の
執
筆
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
、
せ

き
ぐ
ち

く
み
こ
さ
ん
、
な
か
な
か
出
来
上
が
ら
な
い
原
稿
を
辛
抱
強
く
待
っ
て
く
れ
た
翔
泳
社
の
青
田

恵

さ
ん
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
関
係
者
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
六
月
吉
日

パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談
所
所
長

こ
だ
か
か
お
る
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は
じ
め
る
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
・
本
書
の
読
み
方
・
読
み
方
の
一
例

本
書
を
使
い
は
じ
め
る
前
に
…

1
「
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
問
題
が
あ
る

た
め
、
正
し
く
表
示
ま
た
は
機
能
し

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と

い
う
ダ
イ
ア
ロ
グ
ボ
ッ
ク
ス
が
表
示

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、
ウ
ェ
ブ
ぺ
ー
ジ
で
使

わ
れ
て
い
る
「
ス
ク
リ
プ
ト
」
に
エ

ラ
ー
が
あ
る
と
き
に
表
示
さ
れ
ま

す
。ス

ク
リ
プ
ト
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
種
で
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
記
述

す
る
言
語
（
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
：H

y
p
e
r

T
ext
M
arkup

L
anguage

）
だ
け

で
は
実
現
で
き
な
い
表
現
や
機
能
を

補
う
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
、
部

分
的
に
正
し
く
表
示
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
一
部
の
機
能
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ほ
ど
大
き

な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。﹇
Ｏ
Ｋ
﹈

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
を

閉
じ
ま
し
ょ
う
。

ス
ク
リ
プ
ト
の
エ
ラ
ー
が
あ
る
ペ

ー
ジ
で
は
、
ス
テ
ー
タ
ス
バ
ー
の
左

に
警
告
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
警
告
ア
イ
コ
ン
を
ダ
ブ
ル
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
ど
う
し
て
も
機
能
が
使
え

な
い
と
困
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
の
作
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
メ
ー
ル
で
報
告
し
て
直
し
て
も
ら

う
と
い
う
手
も
あ
り
ま
す
。

エ
ク
セ
ル
の
「
ス
ク
リ
プ
ト

エ

デ
ィ
タ
」
や
「V

isu
al
B
asic

（
ビ

ジ
ュ
ア
ル
ベ
ー
シ
ッ
ク
）」
な
ど
が

イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
で
は
、
前
出
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
、

「
ラ
ン
タ
イ
ム
エ
ラ
ー
が
発
生
し
ま

し
た
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
表
示

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
た
と
き
は
、

﹇
い
い
え
﹈
を
選
び
ま
す
。﹇
は
い
﹈

を
選
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
表

示
さ
れ
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
右
上
隅
に

あ
る
「
×
」
ボ
タ
ン
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ

を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

●
ラ
ン
タ
イ
ム
エ
ラ
ー
が
発
生
し

ま
し
た

●
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
問
題
が

あ
る
？

「
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
問
題
が
あ
る
」
や

「
ラ
ン
タ
イ
ム
エ
ラ
ー
」
が
表
示
さ
れ
る
。

●
ス
ク
リ
プ
ト
を
使
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
で
エ
ラ
ー
が
発
生
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ス
ク
リ
プ
ト
の
エ
ラ
ー
で
ペ
ー
ジ
が

表
示
で
き
な
い
と
き
で
も
、∞

キ
ー
を

押
し
て
、
ペ
ー
ジ
を
更
新
す
る
こ
と
で

正
し
く
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
度
上
の
階
層
の
ペ
ー
ジ

に
移
動
し
て
か
ら
、
リ
ン
ク
を
た
ど
っ

て
ペ
ー
ジ
を
移
動
す
る
こ
と
で
、
正
し

く
表
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
ク
リ
プ
ト
は
、
ブ
ラ
ウ
ザ
の
種
類

や
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
表
示
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
古
い
バ
ー
ジ

ョ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
っ
て
い
る
と
き

は
、
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
エ
ラ
ー

が
表
示
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

ス
ク
リ
プ
ト
エ
ラ
ー

ヒ ン ト

2

本
書
の
読
み
方

《
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
の
が
は
じ
め
て
の
方
へ
》

本
書
は
、
は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
れ
る
方
々
が

遭
遇
し
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
解
決
方
法
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト
と
画

面
を
豊
富
に
掲
載
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
は
じ

め
か
ら
順
を
追
っ
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

《
必
要
な
操
作
だ
け
を
習
得
し
た
い
方
へ
》

本
書
は
す
べ
て
読
み
切
り
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

操
作
手
順
を
先
に
実
行
し
て
、
後
か
ら
解
説
を
読
ん
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
自
由
に
や
り
た
い
操
作
や
解
決
し

た
い
ト
ラ
ブ
ル
の
ペ
ー
ジ
か
ら
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

1

は
じ
め
る
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴

①
理
解
を
助
け
る
イ
ラ
ス
ト
が
豊
富
。
見
れ
ば
そ
の
ま

ま
わ
か
る
の
が
「
は
じ
め
る
シ
リ
ー
ズ
」
で
す
。

②
初
心
者
向
け
の
基
本
ペ
ー
ジ
（
無
地
）
と
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
ペ
ー
ジ
（
色
地
）
の
２
段
構
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
専
門
的
な
用
語
を
極
力
避
け
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も

カ
タ
カ
ナ
表
記
に
し
て
わ
か
り
や
す
さ
を
優
先
し
て

い
ま
す
。

④
用
語
集
と
便
利
な
ツ
ー
ル
の
紹
介
を
別
冊
で
用
意
。

手
元
に
置
い
て
い
つ
で
も
す
ぐ
に
開
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

右ページのサンプル

ヒ
ン
ト

こ
の
ト
ピ
ッ
ク
の
関
連
知
識
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
便
利
な
機
能
を
主
に
解

説
し
て
い
ま
す
。

概
略
説
明

こ
の
操
作
に
関
す
る
総
合
的
な
知
識
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
操
作
の
意
味
や
理

由
も
含
め
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

操
作
の
見
出
し

具
体
的
な
操
作
の
見
出
し

が
右
ペ
ー
ジ
の
端
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
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3
読
み
方
の
一
例

①
章
頭
の
「
こ
の
章
で
解
決
で
き
る
こ
と
」
や
見
出
し

か
ら
、
や
り
た
い
操
作
を
見
つ
け
ま
す
。

②
右
ペ
ー
ジ
に
は
主
に
こ
の
操
作
の
概
要
が
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
操
作
手
順
の
解
説
に
移
り
ま
す
。
画
面
に
沿
っ
て
操

作
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ヒ
ン
ト
に
は
、
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
て
役
に
立

つ
情
報
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

⑤
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん

だ
操
作
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
方
に
最
適
の
ペ
ー
ジ
で

す
。
必
要
に
応
じ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作
業
終
了
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「Webページに問題があるため～」の対処

ステータスバーの警告アイコンをダブル
クリックして、メッセージを表示します。
メッセージが表示されたら、［詳細の表示］
ボタンをクリックします。

1

ステータスバーの警告アイコンをダブル
クリックすると、メッセージを表示でき
ます。2 ［ページにエラーがあるときは、このメッ

セージをいつも表示する］のチェックを
外して、［はい］をクリックします。1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ブ

第
7
章

Webページの作者に報告するとき

［ランタイムエラー］の対処

作業終了

詳細に表示されている内容をメモしてお
いて、詳細を作者に報告します。2

［いいえ］をクリックしてメッセージを閉
じます。1

作業終了

［はい］をクリックしてしまったときに開
いたウィンドウは、［×］ボタンで閉じま
す。このウィンドウで表示されるメッセ
ージは、すべて［OK］をクリックします。

2

ここをクリック1

ここのチェックを外す1

ここをクリック1

ここをクリック1

ここをクリック1 ここをクリック2

警告アイコン
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他
の
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
い
た
い
。

●
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
の
使
用

ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

（N
etscap

e
N
av
ig
ator

）
は
、
ネ
ッ

ト
ス
ケ
ー
プ
社
（h

ttp
:/
/
h
o
m
e

.n
etscap

e.com
/ja/

）
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ

ウ
ザ
で
す
。
基
本
的
な
操
作
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
と
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
が
高

く
、
人
気
の
あ
る
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
で

す
。
最
新
版
の
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
６
に

は
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
の
ほ
か
に
、
イ

ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

（N
etscap

e
In
stan

t
M
essen

g
er

）

な
ど
の
機
能
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
で

は
、「
お
気
に
入
り
」
を
「
ブ
ッ
ク
マ

ー
ク
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
を
使
っ

て
い
て
登
録
し
た
お
気
に
入
り
は
、

「
イ
ン
ポ
ー
ト
し
た
Ｉ
Ｅ
の
お
気
に
入

り
」
と
し
て
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
６
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
と
き
に
、
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
を
「
通
常
使
う
ブ
ラ
ウ
ザ
」

す
る
か
確
認
す
る
ダ
イ
ア
ロ
グ
ボ
ッ
ク

ス
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
﹇
は
い
﹈

を
選
ぶ
と
、
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
が
通
常
使
う
ブ
ラ
ウ
ザ
に
変
更
さ

れ
ま
す
。
通
常
使
う
ブ
ラ
ウ
ザ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
に
戻
し

た
い
と
き
は
、﹇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ

プ
シ
ョ
ン
﹈
で
﹇
Ｗ
ｅ
ｂ
の
設
定
の
リ

セ
ッ
ト
﹈ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

●
通
常
使
う
ブ
ラ
ウ
ザ
を
戻
し
た

い
と
き
は
？

●
お
気
に
入
り
は
ど
う
な
る
の
？

●
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
６

もっと進みたい人のための

レベルアップ
テクニック

8

通常使うブラウザをネットスケープに変更する

ネットスケープナビゲータを起動すると、確認メッセージが表示され
ます。［はい］ボタンをクリックすると、ネットスケープナビゲータ
が通常使うブラウザに変更されます。1

ここをクリック1

ネットスケープナビゲータ

左ページのサンプル

レベルアップテクニック
のサンプル

各
操
作
手
順
説
明

操
作
手
順
の
説
明

で
す
。

実
際
の
操
作
指
示

実
際
に
ク
リ
ッ
ク
す
る

場
所
や
選
択
す
る
箇
所

を
引
出
線
で
指
示
し
て

い
ま
す
。

作
業
終
了

こ
の
項
で
で
き
る
こ
と
の

最
終
的
な
画
面
を
表
し
て

い
ま
す
。

操
作
の
状
況
説
明

操
作
の
状
況
を
解
説

し
て
有
る
と
こ
ろ
は

枠
内
に
色
が
つ
い
て

い
ま
す
。
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キ
ー
ボ
ー
ド
の
表
記
・
キ
ー
の
押
さ
え
方
・

本
書
の
表
記
・
マ
ウ
ス
の
使
い
方
・
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー

本
書
を
使
い
は
じ
め
る
前
に
…

2

5

キ
ー
の
押
さ
え
方

キ
ー
ボ
ー
ド
の
基
本
的
な
押
さ
え
方
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
一
部
の
109
キ
ー
ボ
ー
ド
の
表
記
に
は
、

実
際
の
動
作
と
異
な
る
キ
ー
が
い
く
つ
か
存
在

す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

4

キ
ー
ボ
ー
ド
の
表
記

キ
ー
ボ
ー
ド
は
い
わ
ゆ
る
互
換
機
用
の
109
キ

ー
ボ
ー
ド
の
表
記
を
標
準
と
し
て
い
ま
す
。

6

本
書
の
表
記

本
書
で
は
「In

tern
et
E
x
p
lorer

」
な
ど
の

名
称
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
」

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

・
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
英
語
の

呼
称
「W

indow
s

」
な
ど
は
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

・
「
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ｌ
」
キ
ー
な
ど
の
表
記
は
す
べ
て

C

キ
ー
と
い
う
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
に

な
っ
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。

・
メ
ニ
ュ
ー
や
ダ
イ
ア
ロ
グ
の
項
目
は
﹇
﹈
記

号
で
囲
ん
で
い
ま
す
。

・
本
文
中
で
は
、
登
録
商
標
や
商
標
の
明
記
は

特
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
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4109キーボードの例

5キーの文字と入力される文字の関係と表記の異なるキー

Esc
E

Tab
T

Ctrl
C

Caps Lock

英数�
漢字番号�

L

Shift S

Back
space B

Alt
A

Insert
V

Delete
D

Home
H

End
W

Page
Up Z

Page
Down X

Q

Enter

¬
Scroll
Lock

π
Print
Screen

SysRq

P
Pause

Break

N
Num
Lock

6特殊キーのカタカナ表記対応表

} 」�

む�]

かな入力時に、
Sキーと同時に
押すと入力できる
文字�

かな入力時に、普
通に押すと入力で
きる文字�

通常（ローマ字入
力）時に、Sキ
ーと同時に押すと
入力できる文字�

通常（ローマ字入
力）時に、押すと
入力できる文字�

~を入力するには
S＋0ではなく
S＋^を押す。

«キーを押すと実
際には\記号が入
力される
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7
マ
ウ
ス
の
使
い
方

マ
ウ
ス
の
基
本
的
な
使
い
方
を
お
さ
ら
い
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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Caps Lock
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ローマ字�全候補�

Alt Ctrl

Shift

Enter

漢字�

漢字番号�

Insert Home Page
Up

Delete End

Print
Screen

PauseF12F11F10F9F8F7F6F5F4F3F2F1Esc Scroll
Lock

Page
Down

Back
space

SysRq Break

–*/

987

Num
Lock

PgUpHome

654

Enter

321

PgDnEnd

.0

DelIns

+

Num Lock Caps Lock Scroll Lock

Shift

8

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー

「
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
」
と
は
、
同
時
に

２
つ
の
キ
ー
の
組
み
合
わ
せ
を
押
す
こ
と
で
、

メ
ニ
ュ
ー
を
マ
ウ
ス
で
選
ぶ
操
作
を
代
用
す
る

こ
と
で
す
。「C

＋t

」
な
らC

キ
ー
とt

の
キ
ー
を
同
時
に
押
す
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。C

キ
ー
を
先
に

押
し
た
ま
ま
の
状
態
で
、
次
にt

キ
ー
を
押
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

8ショートカットキーの押さえ方
C＋tという表記がある場合は…

11
左ボタンを1回押して、すぐに離し
ます。これを「クリック」と呼び
ます。最も基本的な操作です。

1
2

クリックの動作をすばやく2回繰り
返します。これを「ダブルクリッ
ク」と呼びます。

13
右ボタンを1回押して、離します。
これを「右クリック」と呼びます。

1
4

左ボタンを押したままマウスを引
きずります。目的の位置でボタン
を離します。これを「ドラッグ」
と呼びます。

状況に応じた特
別なメニューを
表示します

プログラムを起
動したりすると
きに使用します

主に何かを移
動するときに
使用します

主に何かを選
択するときに
使用します
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時
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画
面
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な

っ
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し
ま
う
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取
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●
セ
ー
フ
モ
ー
ド

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
を
確
か
め
る
た

め
、
最
低
限
必
要
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
情

報
だ
け
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
起
動
す
る

安
全
な
モ
ー
ド
で
す
。

●
起
動
デ
ィ
ス
ク

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
情
報
を
使
わ
ず

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
起
動
す
る
た
め
の

情
報
が
書
き
込
ま
れ
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

前
に
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
レ
ジ
ス
ト
リ

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
設
定
な
ど
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
管
理
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
す
。

●
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
異
常
が
な
い
か

を
調
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
正
常
な

方
法
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
終
了
し
な
い

と
、
次
に
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
起
動
す
る

と
き
に
自
動
的
に
実
行
さ
れ
ま
す
。

●
休
止
状
態

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
い
な
い
と
き

に
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
の
電
源
を
自
動
的
に
切
断
し
、
電
気

を
節
約
す
る
モ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。

勝
手
に
電
源
が
切
れ
る

7

休
止
状
態
が
使
え
な
い

6

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
容
量

が
足
り
な
い

5

そ
れ
で
も
動
か
な
い

8
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パ
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コ
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本
体
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パ
ソ
コ
ン
が
立
ち
上
が
ら
な
い
。

●
状
態
の
確
認

1パ
ソ
コ
ン
の
電
源
ケ
ー
ブ
ル
が
、

き
ち
ん
と
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ま

れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
背
面
に
、
主
電
源
の
ス
イ
ッ
チ

が
あ
る
機
種
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ス

イ
ッ
チ
が
オ
フ
に
な
っ
て
い
な
い
か

ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
セ
ン
ト
が
き
ち
ん
と
差
し
込

ま
れ
て
い
て
、
主
電
源
も
オ
ン
に
な

っ
て
い
る
の
に
電
源
ラ
ン
プ
が
点
か

な
い
と
き
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
部

分
が
故
障
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

購
入
し
た
販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
電
源
が
入
っ
て

い
る
か
確
認
し
ま
す
。
電
源
が
入
っ

て
い
な
い
と
き
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
電

源
ラ
ン
プ
が
点
い
て
い
な
い
と
き
と

同
様
に
、コ
ン
セ
ン
ト
を
調
べ
ま
す
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
電
源
が
入
っ
て
い

る
の
に
、
何
も
表
示
さ
れ
な
い
と
き

は
、
パ
ソ
コ
ン
と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

つ
な
ぐ
ケ
ー
ブ
ル
が
、
き
ち
ん
と
接

続
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

「In
v
alid

sy
stem

d
isk

」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
フ

ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
ド
ラ

イ
ブ
に
フ
ロ

ッ
ピ
ー
デ
ィ

ス
ク
が
挿
入

さ
れ
て
い
な

い
か
確
認
し

ま
す
。
挿
入

さ
れ
て
い
た

ら
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
取
り

出
し
て
、
何
か
キ
ー
を
押
し
ま
す
。

機
種
に
よ
っ
て
は
、
電
源
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
直
し
ま
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
起
動
中
に
、
何

ら
か
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
）
モ
ー
ド
と
呼

ば
れ
る
安
全
な
モ
ー
ド
で
起
動
し

て
、
問
題
の
解
決
を
試
み
ま
す
。

セ
ー
フ
モ
ー
ド
で
も
立
ち
上
が
ら

ず
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
起
動
中
に
エ

ラ
ー
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
き
は
、

レ
ジ
ス
ト
リ
の
異
常
な
ど
重
大
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
起
動

デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
て
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

を
立
ち
上
げ
、
レ
ジ
ス
ト
リ
の
復
元

を
試
み
ま
す
。

起
動
デ
ィ
ス
ク
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
時
に
作
成
す
る

も
の
で
す
が
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
終

わ
っ
た
あ
と
で
も
、
以
下
の
手
順
で

作
成
で
き
ま
す
。﹇
ス
タ
ー
ト
﹈
メ

●
セ
ー
フ
モ
ー
ド
で
も
立
ち
上
が

ら
な
い

●
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
起
動
し
て

い
ま
す
」
の
画
面
で
止
ま
っ
て

い
る

●
黒
い
画
面
に
よ
く
わ
か
ら
な
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
て
い
る

●
パ
ソ
コ
ン
本
体
の
電
源
ラ
ン
プ

は
点
い
て
い
る
が
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
何
も
表
示
さ
れ
な
い

●
パ
ソ
コ
ン
本
体
の
電
源
ラ
ン
プ

が
点
い
て
い
な
い

4

「Invalid system disk」
エラーの画面



ニ
ュ
ー→

﹇
設
定
﹈→

﹇
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

パ
ネ
ル
﹈
を
順
に
選
択
し
、

﹇
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
追
加
と
削

除
﹈
ア
イ
コ
ン
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク

し
て
開
き
ま
す
。﹇
起
動
デ
ィ
ス
ク
﹈

タ
ブ
で
、﹇
デ
ィ
ス
ク
の
作
成
﹈
ボ

タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
が
１
枚
必
要
に
な
る

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

起
動
デ
ィ
ス
ク
を
フ
ロ
ッ
ピ
ー
ド

ラ
イ
ブ
に
挿
入
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の

電
源
を
入
れ
ま
す
。
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
が
読
み
込
ま
れ
、
起
動
方
法

の
選
択
画
面
に
な
り
ま
す
。
﹇1

.

H
elp

﹈
を
選
択
す
る
と
、
起
動
デ

ィ
ス
ク
で
の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
情

報
が
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
ひ
と
通

り
目
を
通
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ウ

ィ
ル
ス
の
問
題
や
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

の
問
題
で
な
い
と
き
は
、
レ
ジ
ス
ト

リ
の
復
元
を
行
い
ま
す
。

5

電源ランプがついていない

パ
ソ
コ
ン
本
体

第
1
章

AUDIO IN
COM1

電源ランプはついているが、ディスプレイに何も表示されない

パソコンの電源ケーブルが
コンセントに差し込まれて
いることを確認する

ディスプレイの電源ケーブ
ルがコンセントに差し込ま
れていることを確認する

ディスプレイの電源の
スイッチがオンになっ
ていることを確認する

パソコンとディスプレ
イをつなぐケーブルが
接続されていることを
確認する

パソコンの主電源のスイッ
チがオンになっていること
を確認する



6

パ
ソ
コ
ン
が
立
ち
上
が
ら
な
い
。

●
状
態
の
確
認
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セーフモードで起動する

最初の黒い画面でCキーを押し
続けます。機種によっては、•キーを
押すものもあります。2

メニューが表示されるので、矢印キー
Mを使って「3.Safe Mode」を選んで
Qキーを押します。3

一度電源を落とし、再度電源を入れま
す。1

作業終了

問題を解決したら、［スタート］メニ
ューから［Windowsの終了］を選び、
［再起動］を選びます。6

自動的にヘルプが起動します。［次へ］
ボタンをクリックして、問題を解決し
ます。5

しばらくするとWindowsがセーフモ
ードで起動します。4

セーフモードで起動したWindows
は、画面の四隅に「Safe モード」
と表示されている

電源を入れる1

ここをクリック1

ここを選択1

Qキーを押す2

ここをクリック1

「再起動」
を選択1
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起動ディスクを作成する

［起動ディスク］タブで、［ディスクの作
成］ボタンをクリックします。2

起動ディスクのヘルプ画面2

［スタート］メニュー→［設定］→［コン
トロール パネル］を順に選択し、［アプリ
ケーションの追加と削除］アイコンをク
リックして開きます。

1
パ
ソ
コ
ン
本
体

第
1
章

ここをクリック1

作業終了

起動ディスクを使って起動する

レジストリの復元3

過去に保存したレジストリを復元4

起動ディスクでの立ち上げ画面1

ここをクリック1



起
動
時
に
青
い
画
面
に
な
っ
て
し
ま
う
。

●
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
正
常
な
方
法
で

終
了
し
な
か
っ
た
と
き
、
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
に
異
常
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
は
異
常
終
了
を
検
知
し
て
、
次

に
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
起
動
し
た
と
き

に
あ
ら
か
じ
め
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に

異
常
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま

す
。
こ
の
作
業
を
行
う
の
が
、
ス
キ

ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
で
す
。

セ
ク
タ
と
は
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

の
記
憶
単
位
の
ひ
と
つ
で
す
。
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
し
た
フ
ァ
イ
ル

は
、
セ
ク
タ
上
に
書
き
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

に
傷
が
つ
く
な
ど
の
原
因
で
書
き
込

み
が
で
き
な
い
セ
ク
タ
、
す
な
わ
ち

不
良
セ
ク
タ
が
発
生
し
ま
す
。
傷
が

つ
い
て
し
ま
う
と
、
そ
の
セ
ク
タ
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ

ス
ク
で
は
、
不
良
セ
ク
タ
を
利
用
し

な
い
よ
う
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

不
良
セ
ク
タ
が
で
き
る
原
因
に

は
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
劣
化
も
あ

り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が
動
作
し
て
い
る
と

き
に
電
源
を
切
っ
た
り
し
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
が
フ
リ
ー
ズ

し
た
と
き
な
ど
、
電
源
を
強
制
的
に

切
る
と
き
は
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の

電
源
ラ
ン
プ
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
エ
ラ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
何
度

繰
り
返
し
て
も
不
良
セ
ク
タ
が
な
く

な
ら
な
い
よ
う
な
と
き
は
、
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
の
寿
命
が
近
づ
い
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
の
取
替
え
を
検
討
し
た
ほ
う

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
容
量
が
大
き

い
ほ
ど
、
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
の
実

行
時
間
は
長
く
な
り
ま
す
。
と
き
に

は
、
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
を
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
場
合
は
、A

キ
ー
とx

キ
ー

を
同
時
に
押
し
て
処
理
を
終
了
で
き

ま
す
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
／
98
）。

ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
は
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
が
異
常
終
了
し
た
後
、
起
動
し

た
と
き
に
実
行
さ
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、﹇
ス
タ
ー
ト
﹈
メ
ニ
ュ
ー→

﹇

シ

ャ

ッ

ト

ダ

ウ

ン

﹈

→

﹇W
in
d
ow
s

の
終
了
﹈
を
順
に
選
択

し
て
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
正
常
終
了

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
が
正
常
に
動
作
し

て
い
る
と
き
で
も
、
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ

ス
ク
を
実
行
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
の
エ
ラ
ー
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー

ル
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
新
し
く
取
り

付
け
た
と
き
や
、
フ
ァ
イ
ル
の
読
み

書
き
の
調
子
が
ど
う
も
お
か
し
い
と

い
っ
た
と
き
に
利
用
す
る
と
効
果
的

で
す
。

●
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
を
実
行
し

た
い
と
き
は

●
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
を
実
行
し

な
い
よ
う
に
す
る
に
は

●
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
を
停
止
す

る
に
は

●
不
良
セ
ク
タ
と
は
何
か

●
な
ぜ
、
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
ク
が

実
行
さ
れ
る
の
か

8
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パ
ソ
コ
ン
本
体

第
1
章

スキャンディスク

スキャンディスクの実行中の画面です。1ウィンドウズ95/98のスキャンディスク。2

エラーチェックを起動する

［マイコンピュータ］でスキャンディスク
を実行したいハードディスク（ドライブ）
を右クリックして、ショートカットメニ
ューで［プロパティ］を選択します。

1

［ツール］タブを選択し、［エラーチェッ
ク」をクリックします。2

［開始］ボタンをクリックします。これで、
エラーチェックツールが実行されます。3

ここをクリック1

実行中のエラーチェック

ここを右クリック1

ここをクリック2

ここをクリック2

ここをクリック1



Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
が

取
り
出
せ
な
い
。

●
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
故
障
？

3Ｃ
Ｄ
シ
ー
デ
ィ
ー｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ

ロ

ム

を
取
り
出
す
に
は
、

次
の
２
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
マ
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
Ｃ

Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
を
右
ク
リ
ッ

ク
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
メ
ニ
ュ

ー
か
ら
﹇
取
り
出
し
﹈
を
選
択
す
る

方
法
で
す
。
い
ち
い
ち
、
右
ク
リ
ッ

ク
し
て
・
・
・

、
と
い
う
方
法
が
面
倒

な
と
き
は
、
直
接
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド

ラ
イ
ブ
の
開
閉
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
対
応
し
て
い
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｄ

シ
ー
デ
ィ
ー
｜

Ｒ
ア
ー
ル
書

き
込
み
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
音
楽

Ｃ
Ｄ
再
生
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

を
使
っ
て
取
り
出
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
だ
け
で
は

な
く
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

デ
ィ
ー
ブ
イ
デ
ィ
ー｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ

ロ

ム

や
Ｍ
Ｏ
な

ど
も
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
﹇
取
り
出
し
﹈
を
選
択
す
る
方

法
や
、
直
接
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ

ブ
の
開
閉
ボ
タ
ン
を
押
す
方
法
が
利

用
で
き
ま
す
。

今
ま
で
に
説
明
し
た
方
法
で
取
り

出
せ
な
い
と
き
は
、
少
々
強
引
な
方

法
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
の
正
面
に

は
、
針
の
穴
ほ
ど
の
小
さ
な
穴
が
開

い
て
い
ま
す
。
こ
の
穴
に
、
細
い
針

金
を
差
し
込
む
こ
と
で
、
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ

Ｏ
Ｍ
を
強
制
的
に
取
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
針
金
は
、
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を

購
入
し
た
と
き
に
付
属
品
と
し
て
同

梱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
な
く
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
に
書
き
込
む
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
、
ま
さ
に
書
き
込
み
を

行
っ
て
い
る
と
き
は
、
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
を

取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｃ
Ｄ

｜

Ｒ
ド
ラ
イ
ブ
を
ロ
ッ
ク
し
て
い
る

た
め
で
す
。
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
へ
の
書
き
込

み
が
終
了
し
、
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
ド
ラ
イ
ブ

の
ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
取
り

出
し
ま
し
ょ
う
。

●
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
の
ロ
ッ
ク

●
そ
れ
で
も
取
り
出
せ
な
い
と
き

は
・
・
・

●
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
取
り
出
し
方
法

10

ど
れ
も
同
じ
く
「
Ｃ
Ｄ
」
と
い
う
文

字
が
付
き
ま
す
が
、
そ
の
機
能
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ

は
、
ほ
と
ん
ど
の
パ
ソ
コ
ン
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
音
楽
Ｃ
Ｄ

と
同
じ
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
、
６
４
０

Ｍ
Ｂ
程
度
の
大
容
量
を
扱
え
ま
す
。
Ｒ

Ｏ
Ｍ
（R

ead
O
nly
M
em
ory：

読
み

出
し
専
用
メ
モ
リ
）
と
い
う
名
前
の
と

お
り
、
書
き
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、
書
き
込
み
が
で
き

る
の
が
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
と
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｗ
で
す
。

Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
は
、
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
利
用
し
て
Ｃ
Ｄ
に
書
き
込
み
を

行
い
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
メ
デ
ィ
ア
は
、

１
回
書
き
込
み
を
行
う
と
そ
れ
以
降
は

修
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
Ｃ

Ｄ
｜

Ｒ
Ｗ
は
、
何
度
で
も
書
き
込
み
を

繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
読
み

取
る
た
め
に
は
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
、
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｗ
の
違
い

ヒ ン ト
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CD-ROMの取り出し方法 その1

CD-ROMの取り出し方法 その2

CD-ROMの強制的な取り出し

ここを右クリック1

ここをクリック2

CD-ROMドライブの正面に
ある開閉ボタンを押す1

CD-ROMドライブの正面に
小さな穴に針金を差し込む1



メ
モ
リ
の
容
量
が
足
り
な
い
。

●
メ
モ
リ
の
増
設

4メ
モ
リ
と
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
デ
ー
タ
な
ど
を
記
憶
す
る
装
置

で
す
。
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
、「
主
記
憶
（
メ
イ

ン
メ
モ
リ
）」
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
作
業

を
行
う
と
き
利
用
す
る
、
一
時
的
な

デ
ー
タ
領
域
で
、
電
源
を
オ
フ
に
す

る
た
び
に
内
容
が
削
除
さ
れ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ

シ
ー
ピ
ー
ユ
ー

（
中
央
演

算
装
置
）
で
計
算
処
理
を
行
い
ま
す

が
、
た
と
え
て
言
え
ば
、
メ
モ
リ
は

計
算
用
紙
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
計
算
用
紙
が
多
い
ほ
ど
、
処

理
速
度
が
向
上
し
ま
す
。
い
く
ら
Ｃ

Ｐ
Ｕ
が
速
く
て
も
、
メ
モ
リ
が
少
な

け
れ
ば
処
理
は
遅
く
な
り
ま
す
。

増
設
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
現

在
の
メ
モ
リ
容
量
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
使
用
し
て
い
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
、
必
要

な
容
量
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
95
／
98
で
は
60
Ｍ
Ｂ
程
度
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｍ
ｅ
ミ

ー

や
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
２
０
０
０
で
は
、
128
Ｍ
Ｂ
程
度
を

目
安
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
同

時
に
た
く
さ
ん
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
起
動
し
た
り
、
画
像
処
理
な
ど

メ
モ
リ
を
大
量
に
使
用
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

メ
モ
リ
に
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｍ

シ

ム

、
Ｄ
Ｉ
デ

ィ

Ｍ
Ｍ
ム

、
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｍ

リ

ム

な
ど
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
最
近
の
パ
ソ
コ
ン
で
一
般

的
な
の
は
Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
で
す
が
、
対
応

し
て
い
る
種
類
で
な
い
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参

照
し
て
、
空
き
ス
ロ
ッ
ト
が
あ
る
か

ど
う
か
、
搭
載
で
き
る
メ
モ
リ
容
量

が
限
界
を
越
え
て
い
な
い
か
ど
う
か

な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
、
メ
モ
リ
メ
ー
カ
ー
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
ず
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
り
、

接
続
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
コ
ー
ド

を
外
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
裏
側
に

ネ
ジ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
外
し
て

ケ
ー
ス
を
開
き
ま
す
。
ケ
ー
ス
の
種

類
に
よ
っ
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
必

要
な
も
の
や
必
要
な
い
も
の
、
ネ
ジ

の
数
も
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
モ
リ
は
、
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト

な
機
器
で
、
静
電
気
に
非
常
に
弱
い

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
静
電
気
に

よ
っ
て
メ
モ
リ
が
壊
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
メ
モ
リ
を
扱
う
前

に
必
ず
金
属
に
触
れ
る
な
ど
し
て
、

静
電
気
を
体
か
ら
逃
が
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
静
電
気
防
止
グ
ッ
ズ

を
利
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
メ
モ
リ
ス
ロ
ッ
ト
に

●
メ
モ
リ
を
装
着

●
静
電
気
に
気
を
付
け
る

●
メ
モ
リ
を
増
設
す
る

●
対
応
し
て
い
る
メ
モ
リ

●
現
在
の
状
態
を
確
認

●
メ
モ
リ
と
は

12
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ソ
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は
、
左
右
に
ス
ト
ッ
パ
ー
が
あ
り
ま

す
。
メ
モ
リ
を
差
し
込
む
前
に
、
こ

の
ス
ト
ッ
パ
ー
を
開
き
ま
す
。
マ
ザ

ー
ボ
ー
ド
上
に
は
、
多
く
の
ケ
ー
ブ

ル
や
Ｉ
Ｃ
ア
イ
シ
ー

チ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
、
下

手
に
触
る
と
故
障
の
原
因
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、
作
業
は
慎
重
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ッ
パ
ー
を
外
し
た
ら
、
メ
モ

リ
の
左
右
を
確
か
め
て
、
メ
モ
リ
ス

ロ
ッ
ト
に
差
し
込
み
ま
す
。
メ
モ
リ

の
下
部
に
「
切
り
欠
き
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
メ
モ
リ
ス
ロ
ッ
ト

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

入
り
づ
ら
い
と
き
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ゆ
っ
く
り
徐
々
に
力
を
入
れ
な

が
ら
差
し
込
み
ま
す
。
こ
の
と
き
、

無
理
に
力
を
入
れ
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

無
事
、
メ
モ
リ
が
差
し
込
め
た
ら
、

ス
ト
ッ
パ
ー
を
元
に
戻
し
ま
す
。
ス

ト
ッ
パ
ー
が
き
ち
ん
と
戻
せ
な
い
と

き
は
、
メ
モ
リ
が
完
全
に
刺
さ
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
ら
た

め
て
、
差
し
込
み
直
し
ま
し
ょ
う
。

現在のメモリ容量を確認する

対応しているメモリを調べる

「マイコンピュータ」アイコンを右クリッ
クし、ショートカットメニューから［プ
ロパティ］を選択します。1

パソコンメーカーやメモリメーカーのウェブサイトでも、使用しているコンピュータに対応して
いるメモリを調べることができます。1

［システムのプロパティ］ダイアログボッ
クスが表示され、［全般］タブにシステム
の状態が表示されます。2

ここを右クリック1

ここをクリック2
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4

前のページから�

金属にさわって静電気を体から逃がし
ます。2

コンピュータ内部でメモリの装着スロ
ットを探し、ストッパーを外します。3

コンピュータのケースを開きます。1

メモリを差し込みます。きちんと差し
込めたら、ストッパーを元に戻します。5

メモリの切り欠きをメモリスロットに
合わせるようにします。4

作
業
終
了

メモリが増設されたことを確認しま
す。［マイコンピュータ］を右クリッ
クし、メニューから［プロファイル］
を選択し、［全般］タブを表示します。

6

メモリを装着する

メ
モ
リ
の
容
量
が
足
り
な
い
。

●
メ
モ
リ
の
増
設
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パソコンも使っているうちに汚れてきます。ただ汚れ

るだけならよいのですが、場合によってはその汚れがも

とで、故障の原因となってしまうこともあります。この

ようなことを防ぐためにも、定期的に掃除やメンテナン

スをするようにしましょう。

・給排気口
パソコンは、かなりの熱を発します。そのため、ファ

ンを使って風を取り入れて、熱を冷やしています。この

給気口には、すぐにホコリがたまります。ホコリがたま

ったときは、小さな掃除機などで吸い取るようにしまし

ょう。ホコリがたまり過ぎると、パソコンが適切に冷や

されなくなるため、熱暴走の原因になります。

・FDやCD-ROMの挿入口
給排気口と同じように、FDやCD-ROMの挿入口にもよ

くホコリがたまります。あまりホコリがたまると、メデ

ィアを読み取れなくなったり、CDトレイが開かなくなっ

たりします。こちらも、小さな掃除機などを利用して掃

除します。

・水に気をつける
パソコンが苦手なものといえば、「水」です。電気製品

ですので、水がかかるとショートする原因になります。

キーボードやマウスなどは、特に水がかかりやすいので

（ジュースなどをこぼさないように）気をつけましょう。

パソコンを掃除するときは、できるだけよく絞った雑巾

でふくようにします。また、クリーナーなどは直接吹き

かけず、いったん雑巾に染み込ませてから使うようにし

ましょう。

・モニタ
ディスプレイも、掃除をしないと汚れが付着して見づ

らくなります。家庭用洗剤や専用クリーナーなどを利用

して、画面をきれいにしておきましょう。液晶モニタに

関しては、注意が必要です。液晶は非常にデリケートな

ため、やわらかい布を利用して拭くようにします。ティ

ッシュペーパーなどで拭くと、傷がつく場合があります。

できれば、専用のクリーナーを利用したほうがよいでし

ょう。

パソコンのメンテナンス

ヒ ン ト



ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
容
量
が
足
り
な
い
。

●
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
増
設

5メ
モ
リ
が
一
時
的
な
記
憶
装
置
で

あ
る
の
に
対
し
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

（
Ｈ
Ｄ
Ｄ：

固
定
デ
ィ
ス
ク
）
は
、

永
続
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
オ
フ

に
し
て
も
、
デ
ー
タ
が
消
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
増
設
す
る
前

に
、
あ
ら
か
じ
め
現
在
の
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
容
量
と
空
き
容
量
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
空
き
容
量
が
十

分
な
と
き
は
、
わ
ざ
わ
ざ
増
設
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。画
像
や
音
楽
、

動
画
フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
作
成
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
大
き
め
の
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
を
用
意
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
大
き
く

分
け
て
Ｉ
Ｄ
Ｅ

ア
イ
デ
ィ
ー
イ
ー

と
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｉ

ス

カ

ジ

ー

の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
バ
ー
や
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
除
き
、
一

般
的
な
パ
ソ
コ
ン
に
は
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
中
で
も
、
細
か
い
分

類
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
気
に
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
に

あ
っ
た
種
類
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
Ｉ
Ｄ

Ｅ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
増
設
方
法

を
説
明
し
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
に

４
つ
の
Ｉ
Ｄ
Ｅ
機
器
が
接
続
で
き
、

ほ
と
ん
ど
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
１
つ
と
、
Ｃ
Ｄ

シ
ー
デ
ィ
ー
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ

ロ

ム

／
Ｄ
Ｖ
Ｄ

デ
ィ
ー
ブ
イ
デ
ィ
ー―

Ｒ
Ｏ
Ｍ

ロ

ム

が
１
つ

接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に

よ
っ
て
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
空
き
が
な
か

っ
た
り
、
省
ス
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
で

は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
増
設
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
で
、

必
ず
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｄ
Ｅ
は
４
つ
の
機
器
が
接
続
で

き
る
と
説
明
し
ま
し
た
が
、こ
れ
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
に
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
と

セ
カ
ン
ダ
リ
と
い
う
２
つ
の
コ
ネ
ク

タ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
マ
ス
タ
と

ス
レ
イ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に

は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
の
マ
ス
タ
に
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
、
セ
カ
ン
ダ
リ
の
マ
ス

タ
に
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ

Ｍ
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
増
設
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
、

あ
る
い
は
セ
カ
ン
ダ
リ
の
ス
レ
イ
ブ

に
な
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
取
り
付
け
る

前
に
、
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
を
設
定

し
ま
す
。デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
に
は
、

マ
ス
タ
、
ス
レ
イ
ブ
、
シ
ン
グ
ル
、

オ
ー
ト
セ
レ
ク
ト
の
４
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
増
設
す
る
と
き
は
、
一
般

的
に
は
ス
レ
イ
ブ
に
設
定
し
ま
す
。

ケ
ー
ス
を
開
き
、
3.5
イ
ン
チ
ベ
イ

に
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
取
り
付
け
ま

す
。
3.5
イ
ン
チ
ベ
イ
の
ど
こ
に
取
り

付
け
る
か
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ケ
ー
ブ
ル
と

電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
取
り
回
し
を
考
え

●
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
増
設

●
対
応
し
て
い
る
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

●
現
在
の
状
態
を
確
認

●
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
と
は

16
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ソ
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な
が
ら
調
整
し
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ケ
ー

ブ
ル
の
上
下
を
間
違
え
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
コ
ネ
ク
タ
中

央
部
分
の
切
り
欠
き
を
合
わ
せ
れ
ば

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

無
事
装
着
が
終
わ
っ
た
ら
、
ケ
ー

ス
を
閉
じ
て
電
源
を
入
れ
直
し
ま

す
。
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ

バ

イ

オ

ス

の
画
面
、
ま
た
は
、

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
に
表
示
さ
れ
た

ら
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
増
設
は
成

功
で
す
。
後
は
、
使
う
前
に
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

現在のハードディスクの容量を確認する

作業終了

作業
終了

対応しているハードディスクを調べる

「マイコンピュータ」内のハードディスク
のアイコンを右クリックし、ショートカ
ットメニューから［プロパティ］を選択
します。

1

パソコンメーカーやハードディスクメーカーのウェブサイトでも、使用しているコンピュータに
対応しているハードディスクを調べることができます。1

［ローカルディスクのプロパティ］ダイア
ログボックスが表示され、［全般］タブに
ハードディスクの状態が表示されます。2

ここを右クリック1

ここをクリック2

「10ＧＢ」と書かれているハードディスクを取り付けた

にもかかわらず、プロパティで見てみると「9.40ＧＢ」と

表示されます。これは、別にハードディスクが不良品とい

うわけではありません。1024バイトで1K（キロ）バイトと

決められていますが、ハードディスクでは1000バイトを1K

バイトとしています。そのため、10ＧＢのハードディスク

は、正確に計算して「9.40ＧＢ」と表示されるわけです。

ハードディスクの容量

ヒ ン ト



マスタとスレイブ。1

18

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
容
量
が
足
り
な
い
。

●
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
増
設

5

前のページから�

ハードディスクを増設する

ディップスイッチを設定します。詳しい設定は、ハードディスクのマニュアルを参照し
てください。2

3.5インチベイに取り付けます。反対側のネジも忘れずに取り付けましょう。3

マスタ：1台目 スレイブ：2台目

本　体

IDE
プライマリ

IDE
セカンダリ

HDD
マスタ

CD-ROM
マスタ

増設HDD
スレイブ

なし
スレイブ
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IDEケーブルを接続します。切り欠きを確認して、上下を間違えないようにします。4

電源ケーブルを接続します。5

ハードディスクが増設されたことを確認します。新しく追加されたドライブを右クリックし、シ
ョートカットメニューの［プロパティ］をクリックし、［全般］タブを表示します。6

増設されたドライブ



休
止
状
態
が
使
え
な
い
。

●
休
止
状
態
、
ス
タ
ン
バ
イ
の
設
定

6「
休
止
状
態
」
と
は
、
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
て
い
な
い
と
き
に
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
と
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
電
源

を
自
動
的
に
切
断
し
、
電
気
を
節
約

す
る
モ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
電
源
が
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
さ
れ

る
た
め
、
電
気
を
消
費
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
、
現
在
の

作
業
内
容
、
す
な
わ
ち
メ
モ
リ
の
内

容
が
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
書
き
込
ま

れ
ま
す
。
休
止
状
態
か
ら
復
帰
す
る

と
き
は
、
メ
モ
リ
の
内
容
を
再
び
読

み
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

少
々
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
「
ハ
イ
バ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
同
じ
機
能
で
す
。

「
ス
タ
ン
バ
イ
」
は
、
休
止
状
態

と
は
異
な
り
、
メ
モ
リ
の
内
容
が
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
書
き
込
ま
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
パ

ソ
コ
ン
の
電
気
は
完
全
に
は
切
断
さ

れ
ま
せ
ん
。
少
な
い
な
が
ら
も
電
気

を
消
費
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
モ
リ
の

内
容
が
保
存
さ
れ
な
い
た
め
、
パ
ソ

コ
ン
の
電
源
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

と
き
に
、
情
報
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ス
タ
ン
バ
イ
、
休
止
状
態
に
す
る

に
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
触
ら
ず
に
し
ば

ら
く
置
い
て
お
く
か
、﹇
ス
タ
ー
ト
﹈

メ
ニ
ュ
ー→

﹇W
in
d
ow
s

ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ

の
終
了
﹈

●
ス
タ
ン
バ
イ
、
休
止
状
態
に

す
る
に
は

●
ス
タ
ン
バ
イ
と
は

●
休
止
状
態
と
は

20

を
順
に
選
択
し
、
﹇
ス
タ
ン
バ
イ
﹈

あ
る
い
は
﹇
休
止
状
態
﹈
を
選
択
し

ま
す
。

﹇W
in
d
ow
s

の
終
了
﹈
に
、
休
止

状
態
が
表
示
さ
れ
な
い
と
き
は
、

﹇
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
﹈
で
﹇
電

源
の
管
理
﹈
を
開
き
、﹇
休
止
状
態
﹈

タ
ブ
を
選
択
し
ま
す
。﹇
電
源
の
管

理
﹈
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
で
、﹇
休
止
状

態
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
﹈
に
チ
ェ
ッ
ク

を
付
け
て
、
休
止
状
態
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

な
お
、
古
い
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
は
、

休
止
状
態
が
利
用
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。

●
休
止
状
態
が
使
え
な
い
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休止状態を設定する

［スタート］メニュー→［設定］→［コン
トロールパネル］を順に選択し、［電源の
管理］をダブルクリックして開きます。1

［電源の管理のプロパティ］で［休止状態］
タブを選択し、［休止状態をサポートする］
にチェックを付けます。2

パ
ソ
コ
ン
本
体

第
1
章

スタンバイと休止状態

［Windowsの終了］でスタンバイまたは休止状態にする

休止状態スタンバイ

ここをダブル
クリック1

ここをクリック1

ここをチェック2

［スタート］ボタンをクリックし、
［Windowsの終了］をクリックします。1

作業終了

［Windowsの終了］ダイアログボックスで
［スタンバイ］を選択し、［OK］をクリッ
クします。2

ここをクリック1

ここをクリック2

ここをクリック1

ここをクリック2



勝
手
に
電
源
が
切
れ
る
。

●
電
源
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

7何
も
し
て
い
な
い
の
に
、
勝
手
に

電
源
が
切
れ
た
り
再
起
動
し
た
り
す

る
の
は
、
電
源
周
り
の
ト
ラ
ブ
ル
が

原
因
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
に
接
続
し
て
い
る
電

源
ケ
ー
ブ
ル
が
タ
コ
足
配
線
に
な
っ

て
い
た
り
す
る
と
、
安
定
し
た
電
気

が
送
ら
れ
ず
に
、
勝
手
に
電
源
が
切

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

タ
コ
足
配
線
を
や
め
、
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
直
接
電
源
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な

ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
や

む
を
え
ず
タ
コ
足
に
す
る
と
き
は
、

パ
ソ
コ
ン
用
の
大
容
量
タ
イ
プ
の
も

の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
ほ
か
、
無
停
電
電
源
装
置
（
Ｕ
Ｐ
ユ
ー
ピ
ー

Ｓエ
ス

）を
利
用
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

電
源
以
外
の
理
由
と
し
て
は
、

「
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
が
あ
り
ま
す
。

ゲ
ー
ム
や
計
算
処
理
な
ど
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ

シ
ー
ピ
ー
ユ
ー

に
負
担
が
か
か
る
処
理
を
行
っ
て
い

る
と
き
に
、
突
然
電
源
が
切
れ
る
よ

う
な
と
き
は
、
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

原
因
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
製
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
、

ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
で
き
な
い
種
類

が
多
い
の
で
す
が
、
パ
ー
ツ
を
購
入

し
て
組
み
立
て
る
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン

で
は
、
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
自
由
に

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ

の
周
波
数
を
変
更
し
、
処
理
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
特
に
お

金
を
か
け
ず
に
、
速
い
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
買

い
換
え
た
の
と
同
じ
効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ

ー
な
ど
が
好
ん
で
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
う

ま
く
利
用
す
る
と
、
と
て
も
効
果
的

で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
内
部
に
詳
し

く
な
い
と
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
知
識
と
し
て
と
ど
め
て
お
く

だ
け
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

無
停
電
電
源
装
置
と
は
、
停
電
に

な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
電
気
の
流
れ

が
弱
く
な
っ
た
り
強
く
な
っ
た
り
し

た
と
き
に
も
、
安
定
し
た
電
気
を
流

す
た
め
の
装
置
で
す
。
無
停
電
電
源

装
置
に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
が
内
蔵
さ
れ

て
い
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
ケ

ー
ブ
ル
を
つ
な
げ
て
お
け
ば
、
万
が

一
停
電
に
な
っ
た
と
き
も
安
心
で

す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
を
内
蔵
し
て
い
る

と
は
い
っ
て
も
、
何
時
間
も
そ
の
ま

ま
電
気
を
供
給
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
は
、
電
気
が

流
れ
て
こ
な
く
な
っ
た
ら
、
パ
ソ
コ

ン
を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

無
停
電
電
源
装
置
に
は
、
パ
ソ
コ

ン
と
電
源
ケ
ー
ブ
ル
と
は
異
な
る
ケ

ー
ブ
ル
を
つ
な
い
で
、
停
電
時
な
ど

に
パ
ソ
コ
ン
を
自
動
的
に
シ
ャ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
す
る
機
能
を
持
つ
も
の
も
あ

り
ま
す
。
会
社
な
ど
で
使
う
サ
ー
バ

ー
マ
シ
ン
に
は
、
重
要
な
デ
ー
タ
が

保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
デ
ー
タ
の

●
無
停
電
電
源
装
置

●
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
は

●
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ

●
勝
手
に
電
源
が
切
れ
る

22
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電源ケーブルを適切に接続する

パ
ソ
コ
ン
本
体

第
1
章

消
失
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の

無
停
電
電
源
装
置
が
接
続
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

無停電電源装置

パソコンは、電源やモデムなどで家の外の電線とつながっています。雷が落ちたとき

に、これらの電線を伝ってパソコンに非常に高い電圧がかかることがあります。瞬間的

に強力な電気が流れると、パソコンの部品が壊れたり、最悪の場合火事の原因になるこ

とさえあります。

雷が発生しやすい地域に住んでいるのであれば、雷による停電に備えておいたほうが

よいでしょう。また、雷をガードする製品も販売されていますので、購入を検討したほ

うがよいかもしれません。

雷に注意

ヒ ン ト



そ
れ
で
も
動
か
な
い
。

●
問
い
合
わ
せ
の
前
に
で
き
る
こ
と

8ひ
と
く
ち
に
「
パ
ソ
コ
ン
が
立
ち

上
が
ら
な
い
」
と
い
っ
て
も
い
ろ
い

ろ
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
と
き
は
、
順
番
に
状
況
を
確

認
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
箇
所
を

見
つ
け
だ
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、「
パ
ソ
コ
ン
が
立
ち

上
が
ら
な
い
」
と
き
は
、
ま
ず
電
源

ケ
ー
ブ
ル
が
き
ち
ん
と
接
続
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
、
ケ
ー
ブ
ル
が
接
続

さ
れ
て
い
る
の
な
ら
パ
ソ
コ
ン
に
電

源
が
届
い
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た

こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

問
題
点
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
ど
の

よ
う
に
し
て
解
決
す
る
か
を
調
べ
ま

す
。
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
が
起
動
し
て
い

る
と
き
は
、
ま
ず
ヘ
ル
プ
を
使
っ
て

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
他
に
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

利
用
し
た
り
、
書
籍
な
ど
も
参
考
に

な
り
ま
す
。

解
決
策
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
そ
の

方
法
を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ

ブ
ル
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
対
処

す
る
こ
と
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
対
す
る

知
識
も
増
え
て
い
き
ま
す
。し
か
し
、

す
ぐ
に
試
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
解
決
策
に
よ
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
の

設
定
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
元
に
戻
せ
る
よ
う

に
重
要
な
フ
ァ
イ
ル
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
お
き
ま
す
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

と
は
、
フ
ァ
イ
ル
の
コ
ピ
ー
を
Ｍ
Ｏ

や
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
保

存
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
変
更
を
行
う
の
か
、
し
っ

か
り
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
万

一
、
何
ら
か
の
問
題
が
発
生
し
た
場

合
で
も
、
フ
ァ
イ
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
メ
モ
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
元

の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
と
き
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
詳

し
い
周
り
の
人
や
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ

ー
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー

の
サ
ポ
ー
ト
に
問
い
合
わ
せ
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
24
時
間
無

料
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
メ
ー

カ
ー
も
多
い
の
で
安
心
で
す
。

問
い
合
わ
せ
る
と
き
に
気
を
付
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
具
体
的

に
説
明
し
な
い
と
、
相
手
が
理
解
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
現
在

は
、
〜
と
い
う
状
況
で
す
」「
昨
日
、

〜
し
て
か
ら
お
か
し
く
な
り
ま
し

た
」「
〜
と
い
う
原
因
で
は
な
い
か

と
思
い
、
〜
し
て
み
た
が
元
に
戻
り

ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
具
体

的
に
、
詳
し
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
問
い
合
わ
せ
を
行
う
前
に
、

機
種
名
や
型
番
、
製
造
番
号
な
ど
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
問
い
合

わ
せ
の
際
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
Ｉ
Ｄ

ア
イ
デ
ィ
ー
な

ど
の
ユ
ー
ザ
ー
情
報
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

も
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
き
、
す

ぐ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
サ
ポ
ー
ト
に
問
い
合
わ
せ
る

●
解
決
策
を
試
し
て
み
る

●
解
決
策
を
調
べ
る

●
現
在
の
状
況
、
問
題
点
を
確
認
す
る

24
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現在の状況を確認する

パ
ソ
コ
ン
本
体

第
1
章

ウィンドウズのヘルプを使って解決策を調べる

［スタート］ボタンをクリックし、［ヘル
プ］をクリックします。1

作
業
終
了

［Microsoftヘルプとサポート］が表示され
るので、解決策を調べましょう。2

ここをクリック1



サポートに問い合わせる

26

そ
れ
で
も
動
か
な
い
。

●
問
い
合
わ
せ
の
前
に
で
き
る
こ
と

8

前のページから�

解決策を試す

変更前の設定をメモしておきます。2

重要なファイルをバックアップしてお
きます。1解決策を試します。3

11
いろいろ試してみてもうまくいかないときは、パソコンに詳しい周りの人やパソコンメ
ーカー、アプリケーションメーカーのサポートに問い合わせましょう。


